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拡大を志向している。その背景には、

通信事業者が長く通信サービスを提

供してきた経験から、大規模に設備

を運用することで標準的なサービス

を広く提供することを得意としてい

ることがある。また、通信事業者は、

サービスの販売先を拡大するため、

中堅中小企業向け販売体制強化にも

積極的に取り組んでいる。

IDC Japanコミュニケーションズ

シニアマーケットアナリストの小野陽

子氏は「通信事業者が標準化されたイ

ンフラストラクチャサービス事業に注

力するのは理解できるが、それだけで

は十分ではない。たとえばM2Mや

O2Oなど今後の拡大が見込まれる分

野で市場をリードするポジションを獲

得するための取り組みを強化すべきで

ある。またそれらの市場では、自社の

サービスの機能ではなく、顧客の事業

部門の売上を増やす手段として訴求す

べきである」と語っている。

年を上回る成長率で推移した。

2014年以降は、通信事業者のソ

リューション／マネージドサービス

市場全体はプラス成長を維持するも

のの、以下に述べるような通信事業

者の ITアウトソーシングへのシフ

トによるSIの若干伸び悩みや、コ

ロケーション市場の飽和などによっ

て、2013年をピークに成長率は

徐々に下がるとIDCではみている。

通信事業者の戦略としては、多く

の事業者が個別の顧客ニーズに応え

るSIよりも、クラウドやデータセン

ターサービスなどの標準的なインフ

ラストラクチャ機能を提供するITア

ウトソーシングサービスによる売上

2013年は、プロジェクトベースと

ITアウトソーシングの両セグメント

の堅調な伸びが全体の市場規模を押

し上げた。プロジェクトベースにつ

いては、経済の回復で過去数年間に

亘って凍結されていたIT投資が執行

されたことでプラス成長（前年比

1.4％増）に転じた。スマートデバイ

ス活用のためのシステム構築やセキ

ュリティ強化、オンプレミスシステ

ムからクラウドへの移行のための

SI、BCP／DR対策需要なども同セ

グメントの成長に寄与した。一方、

ITアウトソーシングも、経済の回復

と相まって、コロケーションやクラ

ウドサービスの利用が拡大し、2012

IDC Japan

内通信事業者のソリューション／ 
マネージドサービス市場予測を発表 
2013年の国内通信事業者の市場規模は5,754億円、前年比成長率3.6％ 
2018年には6,555億円に達し、年間平均成長率は2.6％と予測 

IT専門調査会社のIDC Japan（以下、IDC）は、国内通信事業者が提供するソリューション／マネージドサービス市場におけ
る2013年の市場規模見込みと2018年までの予測推移を発表した。

Note：2011年～2012年は実績値、2013年は見込み地、2014年～2018年は予測値 
Source：IDC Japan, 2/2014
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国内通信事業者のソリューション/マネージドサービス市場売上額予測、2011年～2018年
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